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IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:10000-1:20000

PPBP

Platelet basic protein (PBP;,C-X-C motif chemokine 7;Leukocyte-derived growth
factor,LDGF;Macrophage-derived growth factor;MDGF;Small-inducible cytokine B7)
[Cleaved into: Connective tissue-activating peptide lll (CTAP-III;LA-PF4;Low-affinity platelet
factor V), TC-2; Connective tissue-activating peptide IlI(1-81;,CTAP-III(1-81)); Beta-
thromboglobulin (Beta-TG); Neutrophil-activating peptide 2(74;NAP-2(74)); Neutrophil-
activating peptide 2(73;NAP-2(73)); Neutrophil-activating peptide 2 (NAP-2); TC-1;
Neutrophil-activating peptide 2(1-66;NAP-2(1-66)); Neutrophil-activating peptide 2(1-
63;NAP-2(1-63))]
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BEFID 5473.0

SwissProt ID P02775
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CXCケモカインファミリーに属する血小板由来成長因子です。この成長因子は、好中球の強力な走化性因子および活性化因子です。DNA合成、有糸分裂、解糖、細胞内cAMP蓄積、プロスタグランジンE2分泌、ヒアルロン酸および硫酸化グリコサミノグリカンの合成など、様々な細胞プロセスを刺激することが示されています。また、滑膜細胞によるプラスミノーゲン活性化因子の形成と分泌を刺激します。このタンパク質は、殺菌および抗真菌活性を有する抗菌タンパク質でもあります。[RefSeq提供、2014年11月],function:LA-PF4は、DNA合成、有糸分裂、解糖、細胞内cAMP蓄積、プロスタグランジンE2分泌、ヒアルロン酸および硫酸化グリコサミノグリカンの合成を刺激します。また、ヒト滑膜細胞によるプラスミノーゲン活性化因子の形成と分泌を刺激します。NAP-2はCXCR1およびCXCR2のリガンドであり、NAP-2、NAP-2(73)、NAP-2(74)、NAP-2(1-66)、そして最も強力なNAP-2(1-63)は好中球の走化性因子および活性化因子です。TC-1およびTC-2は抗菌タンパク質であり、in vitroにおいて活性化血小板α顆粒から放出されます。 CTAP-III(1-81)は、CTAP-IIIよりもケモカイン誘導性好中球活性化に対する脱感作作用が強い。,オンライン情報:CXCL7エントリ,PTM:NAP-2(1-66)は、好中球以外の白血球から分泌された後に、タンパク質分解によって生成されると考えられる。,PTM:NAP-2(73)とNAP-2(74)は、分泌された前駆体のタンパク質分解によって生成されるのではなく、血小板から活性型で放出されると考えられる。,PTM:残基1-13のタンパク質分解的除去により、活性ペプチドであるβ-トロンボグロブリンが生成され、これが血小板因子4および血小板由来成長因子とともに血小板から放出される。,PTM:残基1-9のタンパク質分解的除去により、活性ペプチドである結合組織活性化ペプチドIII (CTAP-III) (低親和性血小板因子IV (LA-PF4))。,類似性:インタークリンα(ケモカインCxC)ファミリーに属する。,サブユニット:β-トロンボグロブリンはホモテトラマーである。,
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	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された

